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2.　イベント内容

今回のジオ・サロンは，起伏に富んだ日本列島の地形の

成り立ちを，地質学の視点でひもとく体験型のイベントで

す（第 1 図）．2017 年の夏に，NHK スペシャル「列島誕

生ジオ・ジャパン」が放送されました．講演者の高橋は 3

年間この番組の企画に関わり，本編に出演しましたので，

“ 凸凹（でこぼこ）” の “ 凸（でっぱり）” については，ジオ・

ジャパンの内容，すなわち日本列島の東西圧縮の原因を紐

解く内容になります．

この放送に合わせ，2017 年 6 月 29 日にはプレス発

表が行われました．発表のタイトルは，「日本列島の地殻

変動の謎を解明 - フィリピン海プレートの動きが東西短

縮を引き起こす -」．「およそ 300 万年前にフィリピン海 

プレートの運動方向が北向きから北西向きに変わると，日

本海溝は西に移動を開始しました．すると，東北日本は西

に押し戻され，固い日本海の海洋地殻に阻まれた東北日本
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１．はじめに

2019 年 2 月 16 日に東京ガーデンテラス紀尾井町にあ

る Yahoo! JAPAN のオープンコラボレーションスペース

「LODGE」において，第 17 回 GSJ ジオ・サロンを開催し

ました．テーマは「凸
でこぼこ

凹な日本列島 !? - 模型でひもとく

大地の成り立ち -」です．地質調査総合センターでは，地

質の魅力を一般市民の方にわかりやすく伝えることを目的

に GSJ ジオ・サロンを開催してきました．

GSJ ジオ・サロンは，2015 年の暮れに産総研（つくば

市）の地質標本館で初めて開催されました．その後，10

回ほど地質標本館で開催してきましたが，2017 年に，第

13 回 GSJ ジオ・サロン「日本列島地殻変動の謎に迫る（高

橋雅紀）」（於：キッチンギャラリー KIWI）を初めて東京

で開催しました．今回のジオ・サロンで都内開催は 5 回

目になります．
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第 17 回 GSJ ジオ・サロン
「凸

でこぼこ

凹な日本列島 !? ‒ 模型でひもとく大地の成り立ち ‒」

第 1 図　イベントの様子．
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の島弧地殻は東西短縮しました．その結果，逆断層運動を

伴いながら東北日本は隆起し，山国に成長しました」とい

う内容です（Takahashi， 2017；中島，2017a， b）．

一方，“ 凹み ” については，関東平野を題材に，地下に

潜む巨大な基盤の凹みの形成過程を，日本海の拡大まで

遡って解き明かしていきます．この内容は，2004 年の新

潟県中越地震の際に，震源から遠く離れた関東平野が大き

く揺れた原因について説明したものです（高橋，2006）．

今からおよそ 2,000 ～ 1,500 万年前の日本海の拡大時

期に，日本列島は水平方向に引き延ばされつつ大陸から 

離れていきました．このとき，固い基盤は多数の正断層に

よって分断されていきます．向かい合った断層面に挟まれ

た範囲は沈降して，地溝が作られました．一方，片側の正

断層に沿って，基盤岩が傾きながら沈降する半地溝もたく

さん作られました．これらの地溝や半地溝は堆積物によっ

て埋め立てられていきます．関東山地の中程にある秩父盆

地はそのような半地溝の典型例で，同じような半地溝が埼

玉県の川越付近の地下深くにも潜んでいるのです．関東平

野はその基盤の凹みによって，大地震の際にはユッサユッ

サと長周期で長く揺れ続けてしまうのです．

“ 凹み ” については，もう 3 桁新しい時代（およそ２万

年前）に形成された埋没谷についても解説しました．第四

紀の気候変動に伴い，最終氷期の海面は，温暖期（後氷期）

の現在に比べて 120 m ほど低下していました．そのため，

当時は陸が今よりもずっと広かったのです．露出したかつ

ての海底は河川に削られ，多数の深い谷が刻まれました．

そして，氷期が終わると今度は海面が上昇し，深い谷は水

没．陸から運ばれてきた泥や砂に覆われて海底はなだらか

になりますが，その下には深い埋没谷が隠れています．こ

のようにして形成された埋没谷は，海岸平野の地下にも発

達しています．関東平野では，中川低地帯や荒川低地帯の

下に，深い埋没谷が隠れています（小松原，2014；田辺

ほか，2014；角田，2014）．そして，軟弱層で埋められ

た埋没谷は，地震の際に短周期の地震動を増幅します．地

表は平らでも，地下には大きな凹みがあるのです．

このイベントでは，タイトル「凸凹な日本列島 !?- 模型

でひもとく大地の成り立ち -」が示すように，講演だけで

なく，参加者全員で厚紙模型を組み立てたり，フリータイ

ムの際に展示された地質アナログ模型を見ながら研究者に

直接質問したりして理解を深めて頂きました．地質学は直

接見ることができない地下の情報や，想像できないような

非常に長い時間スケールの現象なので，アナログ模型の併

用はとても効果的です．海底が盛り上がり，日本列島を山

国へと成長させた東西圧縮の原因を再現した厚紙模型の型

紙（高橋，2017）や作り方の解説（高橋，2018）は，地質

調査総合センターのウェブサイトからもダウンロードでき

ますので，皆さんも是非組み立ててみてください．

3．アンケート結果

ジオ・サロンの最後に回収したアンケートでは，58 名

の参加者から回答を頂きました．全体的な傾向と，ごく一

部ではありますが，頂いたご意見について紹介いたしま

す．

アンケートから，参加者の方が今回のイベントを知る

きっかけは，まちまちだったことがうかがえます．した

がって，広く参加者を募る際には，特定の方法に偏らず，

様々な手段で告知することが重要です．また，参加された

方は，会場（都内）に近い特定の地域からではなく，関東

圏内の広い地域からお越し頂いたようです．都心で開催す

るにしても，少なくとも関東全域での告知が大切であると

いえます．

参加者の年齢層は，全体のおよそ 3 分の 2 が 50 代以上

で，若者の参加が少ないという課題も見えてきました．ま

た，講師が出演していた地質番組の視聴者も多く，「講師

が高橋先生なので，是非お話を聞きたいと思った．」とい

う動機で参加してくださった方も多く見受けられました．

マスメディアへの出演や書店に並ぶ書籍などは，一般の方

へのアピールが非常に大きく効果的です．研究論文だけで

なく，その成果を分かりやすい内容で広く情報発信するこ

とが，このようなイベントで参加者を募る上でもとても重

要であることが分かります．

講演内容に関する感想は，体験型の講座を組み合わせ

た効果もあり，9 割以上の参加者から「満足」以上の評価

が得られました．4 時間という時間設定に対して「少し長

かった」という意見や，「体験型のものもあったので，長

く感じなかった．」など，感じ方は様々でした．

つづいて，頂いたコメントを一部紹介いたしましょう．

・アナログ模型は自分ではなかなか作れないので，持ち

帰れる模型の製作ができて楽しかったです．言葉で聞くよ

りも目で見た方がわかりやすく，学の無い私にも楽しめま

した．

・初めて参加しましたが，最新の地質学の知見で，大変

勉強になりました．今後もぜひ参加を希望します．

・ 地質学についての知識はほとんどありませんでした

が，それでも十分楽しませていただきました．今回のテー

マでもあったように新しい視点が増えたと思います．
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森田ほか

第 2 図　アンケート結果．

・こんなに情報量の多い，そして楽しい時間になるとは

思いませんでした．大満足です．今回は大人向けですが，

子供向けもぜひお願いしたいです．映像たっぷりで子供も

楽しめそうです．

・高橋先生の説明がわかりやすかった．模型が具体的で

とても分かりやすい．

・なかなか理解できなかった内容が今回のジオ・サロン

でかなり整理でき，少し理解が進みました．

など，実際に体験したことで，地質学についての理解や

興味が深まったとのご意見を頂きました．一方，先に課題

として述べたように，「若い人が少ないので，せっかくの

いい機会なので若い人が増えるといいと思います．地質に

興味を持ってもらう “ 入口 ” として非常に素晴らしい会だ

と思います．」といった若年層の少なさを指摘する声もあ

りました．

今後のリクエストとしては，「地質図の読み方講座をし

てほしい」「現地を訪れて地質を学べる機会があったら参

加したい」など，より地質（調査）の現場に近い経験を望

むご意見は，本イベントを通していっそう地質学に興味を

持って頂けた現れだと思います．ご指摘頂いたアンケート

結果は，改善すべき点も含め今後の活動に反映していきた

いと思います．
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